
教科書無償運動～団結とつながりの大切さ～ 

 

１ 目 標 

（１） 憲法を生活にいかし、権利を実現していくためには、自らの行動が大切なことを理解す 

る。 

 （２） 多くの人々の団結やつながりが教科書無償運動を成功に導いたことを知る。 

 （３） 権利の実現をめざした教科書無償運動が、多くの人々の利益につながったことに気づく。 

 

２ 学習計画〈全２時間〉 

 （１） 教科書無償に向けての立ち上がり（１時間） 

 （２） 団結とつながりで勝ち得たもの（１時間） 

 

３ 展 開 

（１）教科書無償に向けての立ち上がり 

主な学習活動 留意点 

１ 署名用紙を見て、なぜこのような署名が集め

られたのかを考える。 

 

 

２ 当時の状況を知る。 

・有償時代の教科書を見て、価格を確認し、 

教科書代がどれだけ必要であったのかを

理解する。 

・当時の物価表と見比べ、教科書を揃えると

いうことがどれだけ家計を圧迫するもの

であったかということに気づく。 

 

３ 教科書がないと、どんなことが不便か考え

る。 

４ 不便さを解消するために、どうしたらよいの

かを具体的に考える。 

・模造紙に自分が考えた具体的な案を貼って

いく。 

・まとめたものを簡単に発表する。 

・資料３、４を提示し、不便さ解消するため

の運動が始まったことを理解する。 

 

５ 憲法２６条に、「義務教育の無償」が定められて

いることを知り、教科書無償の運動は権利実現

を求めた運動であったことを理解する。 

○資料１ 教科書無償配布を要求する署名 

(P84) 

なぜ署名をする必要があったのかというこ

とをつかませる。 

○有償の教科書(教育センターに一部あり) 

・全部揃えると、小学校で700円、中学校で

1200円ほど必要であった。 

 

○資料２ 昭和３６年頃の物価表(P84) 

被差別部落の母親の日給300円を示し、教科

書代がいかに家計を圧迫するものであった

かということを気づかせる。 

○グループで、教科書をもっていなかったらど

んなことに不便を感じるのか考えさせる。 

○不便さを解消するためには、どうしたらよい

のかということについて話し合う。 

（ブレーミンストーミング） 

ポストイットカードに記入し分類していく。 

○資料３ 教科書をタダにする要求大会 

（巻末資料20） 

○資料４ 市長交渉（巻末資料21） 

 

○社会科の教科書などで、憲法２６条には、「義

務教育は無償」という語句があることを知ら

せ、憲法に書かれていることを実現させるこ

とが教科書無償運動のねらいであったこと

をつかませる。 



資料１ 教科書無償配布を要求する署名 

 
 ※    の部分には「かえない」という言葉が書かれている。 

県教組婦人部編集 「第６回四国四県母親と女教師の会記録」 1960 

 

 

資料２ 昭和３６年頃の物価表 

 

 

 

 

 

 

 

 
週刊朝日編 「戦後値段史年表」 1995 朝日文庫をもとに作成 

年 品  目  名 金 額 

３６年 カレーライス 約１１０円 

３６年 かけそば一杯  約４０円 

３７年 ビール（大瓶） 約１１５円 

３６年 小学校教員の初任給（高知県基本給） 約１２，８００円 

３６年 失業対策による日雇労働者の日給 約３００円 

３７年 学生服（詰め襟） 約４１００円 



（２）団結とつながりで勝ち得たもの 

主な学習活動 留意点 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

２ 教科書無償運動の経過をつかむ。 

 

３ 運動を進める上で、どのような障壁があった

のか考える。 

  ・グループごとに発表する。 

４ 運動が困難に直面する中、学校はどんな対応

をしたのか考える。 

 

５ 教科書無償運動のその後について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ まとめ 

  ワークシートに、教科書無償運動から学んだ

ことを自分の日常生活と重ねてまとめる。 

○前時の学習内容を確認する。 

・教科書無償運動は、憲法の教育を受ける権

利の行使を要求した運動であることを確

認する。 

・この運動には被差別部落をはじめ多くの

人々が参加したことを伝える。 

○資料５ 教科書無償運動の経過(P86) 

 運動の流れを簡単におさえる。 

○運動を進める上で予想される障壁を考え、運

動を継続していくことの困難さや、闘い抜い

た人々の存在に気づかせる。 

○学校は無償になるまでどのような対応をし

たのか説明する。 

学校－ガリ版プリントで授業を行う。 

○その後の経過について説明する。 

・運動により、一部の生徒には教科書が無償

配布。 

・運動の限界から長浜地区の運動は打ち切

り。 

・運動の正しさが認められ、全国的な要求と

なり、国会でも取り上げられた。 

・１９６４(昭和３９)年無償配布が実現。 

○資料６ 教科書配布の写真(巻末資料19) 

 

○資料７ 有償化への動き(P86) 

・多くの人々の運動により、教科書無償が実

現されたことを確認する。 

・現在の動きを説明し、権利を守るための「不

断の努力」が必要なことを伝える。 

○資料８ ワークシート(P87) 

 

 

 

 



資料５ 教科書無償運動の経過（一部抜粋） 

  １９６０(昭和３５)年 長浜地区で、教師や母親たちの読書会が始まる。 

             その後、自彊館で憲法学習が始まり、憲法第26条第2項にある「義務

教育の無償」の実現をめざして運動が始まる。      

  １９６１(昭和３６)年 ２月、長浜地区で学習会。「いくら請願しても、効果はない。ただで配

られるまで買わずにがんばろう」との提案。 

             その後、校区のいろいろな団体が集まり、「長浜地区小中学校教科書を

タダにする会」が結成される。 

             署名活動開始、長浜地区だけで1600名の署名が集まる。署名を教育委

員会に持ち込み交渉が始まる。 

             ４月３日、教科書販売日。児童生徒の８割が教科書を購入せず。 

             教科書をもっていない生徒のため、学校側はプリントを刷って対応。 

             教育委員会との交渉が続く。 

             ５月１２日、教育委員会は教科書を買うのが難しいと判断される長浜小

学校の４分の１の児童に教科書を配布。 

             要求は完全に満たされてはいなかったが、運動はここで打ち切られる。 

 

 

 

 

 

 

資料７ 有償化への動き 

 

    財政制度審議会における義務教育教科書有償化に関する資料 

     「これもずっと言われておる話ですけれども、義務教育の教科書の負担でございます。厚

い資料の41ページです。小学校で約3,200円、中学校で約4,700円の父母負担になっており

ます。財政資金の効率的使用の観点から、どんなものかということで、これはずっと有償化

について議論はしてはおりますけれども、依然として無償のままだということが義務教育教

科書の無償給付制度でございます」 

    財政制度等審議会財政制度分科会 歳出合理化部会及び財政構造改革部会合同部会 

(第 3回)議事録 2001．10．10  http://ac-net.org/dgh/01/a10-zaiseishingikai.html 

 

 

    小中学校教科書有償化についての話し合い 

     財政制度等審議会（財務省の諮問機関）の「2004 年度予算編成に関する建議」において、

「小・中学校の教科書の貸与制も含め有償化を検討」といった内容が話し合われている。 

「高知新聞 朝刊」 2003・11・26 

 

 



資料８ ワークシート 

ワークシート 

 

教科書無償運動から学んだことを、自分の日常生活を重ねて書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組【  】 

 

                        氏名【          】 

 


